
第 17 回全国棚田（千枚田）サミッ

 

 

 

 

 

 主催  第 17 回全国棚田

 日時  平成 23 年 10 月 2
 会場  旭集会室 
 テーマ 棚田の保全：鳥獣

 分科会のねらい 
 中山間地域では人口減少や生

小し、鳥獣害による農作物被害

などによる被害が顕著であるが

に焦点をあて、主として棚田・

策は、主に被害現場対策である

「中長期対策・活用」について

 

 

 登壇者（情報提供・パネル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム    （分科会参

１４：００  開会・はじめに 
１４：１０  【第 1 部】情報提供

（１） 野生生物被害
（２） 西粟倉村にお
（３） 上勝町におけ
（４） 徳島県におけ

１５：１０  休憩 
１５：２０  【第 2 部】パネルデ
        短期対策、中長期
１６：２０  おわりに 
１６：３０  閉会 

棚田の１ 

＜コーディネータ＞ 

奥村栄朗氏（森林総合研

究所四国支所チーム長）

熱田尚子

の学校）

ット 

（千枚田）サミット実行委員会 
28 日（金）14:00～16:30 

獣害からの棚田を守る。 

生活様式の変化により、自然に対する人間の

害が深刻化している。鳥獣害には、イノシシ

が、本第１分科会では、近年、被害が急増

集落・里山をシカ害から守る対策について

る「短期対策」と、一方で集落単位の計画的

て議論する。 

ルディスカッション） 

参加者のみなさんからの質問・コメントのカード記入お

供・共有 
害～過去から学び、これからを考える～   
おける鳥獣被害とその対策について     
ける獣害（シカ害）について        
ける獣害（ニホンジカ）対策        

ディスカッション「シカ害から棚田・集落を守る
期対策・シカの活用 

第 1分科会 

の保全：鳥獣害から棚田を

西利一氏（上勝町福原地

区在住） 
子氏（西粟倉・森

 

森一

合県

の働きかけが縮

シ、サル、シカ

しているシカ害

て議論する。対

的な対策である

お願いします） 

：奥村栄朗氏 
：熱田尚子氏 
：西利一氏 
：森一生氏 

る」 

を守る 

一生氏（徳島県西部総

県民局環境担当） 
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第 17 回全国棚田（千枚田）サミッ

 

 

 

 

 

 主催  第 17 回全国棚田

 日時  平成 23 年 10 月 2
 場所  コミュニティーセ

 テーマ 棚田の価値：棚田

 分科会のねらい 
 棚田は棚田の食糧生産・国土

の多面的機能・多面的価値を持

な棚田・山村で、200 年以上変

2 月 22 日に重要文化的景観に選

本第２分科会では、これら多

とに、「棚田の素晴らしさ(棚田

 

 

 登壇者（情報提供・パネル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム    （分科会参

１４：００  開会・はじめに 
１４：１０  【第 1 部】情報提供
（１） 棚田を見る眼、小さな価値
（２） 秋田県横手市大森町塚須沢集落

（３） 高丸山と八重地の棚田  
（４） 上勝町における棚田の文化

１５：１０  休憩 
１５：２０  【第 2 部】パネルデ
１６：２０  おわりに 
１６：３０  閉会 

棚田２ 

＜コーディネータ＞ 

澤田俊明氏 

（徳島大学客員教授） 

平元美紗緒

（秋田・大

ツーリズム

ット 

（千枚田）サミット実行委員会 
28 日（金）14:00～16:30 
ンター 
を守る価値とその共有 

土保全・保水・水源涵養・洪水調節・景観

持つ。上勝町樫原地区は、「四国の勝浦川上

変化していない希有な事例（文化庁）」とし

選定された。 
多面的価値の中から、登壇者の紹介する棚田

田を守る価値)」「棚田の価値の共有」につい

ルディスカッション） 

参加者のみなさんからの質問・コメントのカード記入お

供・共有 
値の集まり small is beautiful        

天水米の里～オーナー制度から見る棚田の価値
                     

化的景観としての価値            

ディスカッション 棚田を守る価値、棚田の価値

第２分科会 

田の価値：棚田を守る価値とその共有

平

（徳

中内英夫氏 

（上勝町旭地区在住） 
緒氏 

大森町グリーン

ム推進協議会）

・交流活用など

上流部の典型的

して、平成 22 年

田価値情報をも

いて議論する。 

お願いします） 

：澤田俊明氏 
値：平元美紗緒氏 

：中内英夫氏 
：平井松午氏 

値の共有 

有 

平井松午氏 

徳島大学教授）
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第 17 回全国棚田（千枚田）サミッ

 

 

 

 

 

 主催  第 17 回全国棚田

 日時  平成 23 年 10 月 2
 場所  旭基幹集落センタ

 テーマ 棚田の活用：持続

 分科会のねらい 
 多面的な機能を持つ棚田は、

用のアプローチとして、棚田の

古民家活用等の多様な交流施策

本第３分科会では、持続的な

活用における「組織」「担い手育

 

 

 登壇者（情報提供・パネル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム    （分科会参

１４：００  開会・はじめに 
１４：１０  【第 1 部】情報提供
（１） 棚田活用に不可欠な担い手
（２） 他者の土地に関わるこ
（３） 樫原地区における棚田の資
（４） 棚田と周辺をテーマとした

１５：１０  休憩 
１５：２０  【第 2 部】パネルデ

持続的な活
１６：２０  おわりに 
１６：３０  閉会 

棚田の３ 

＜コーディネータ＞ 

広瀬敏通氏（日本エコツ

ーリズムセンター・代表

玉木有紀子

越後妻有里

理事）

ット 

（千枚田）サミット実行委員会 
28 日（金）14:00～16:30 
ー 

続的な活用の組織と担い手育成 

その活用においても多様な活用の可能性を

取り巻く環境・資源を活用したツーリズム

策からのアプローチが注目される。 
な棚田の活用の観点から、各地の棚田活用の

育成」に着目し議論する。  

ルディスカッション） 

参加者のみなさんからの質問・コメントのカード記入お

供・共有 
手の形成と地域内コンソーシアムの可能性   
との意味～棚田作業と大地の芸術祭から考える 

資源活用                  
た交流拡大                 

ディスカッション 
活用における「組織」「担い手育成」 

第３分科会 

活用：持続的な活用の組織と担い手

高山承

田ネッ

松下和照氏（上勝町生実

地区在住） 
子氏（（NP0 法人

里山協働機構

を持つ。棚田活

ム・オーナー制・

の事例をもとに

お願いします） 

：広瀬敏通氏 
：玉木有紀子氏 
：松下和照氏 
：高山承之氏 

手育成 

承之氏（NPO 法人棚

ットワーク） 
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